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われわれの日常生活で何気なく使っている容器や機器，工場で製品を生産するのに

必要な機械設備に使われている部品は，機械的に加工されているものがほとんどです。

機械部品を製作する方法はさまざまで，加工方法は目的，用途，コストなどに応じて

最良の方法が選択されています。低価格に抑えたい製品に使用する部品は，できるだ

け量産効果の高い加工方法が採用され，また高機能を要求する製品に使用する部品は

精度を重視した加工がなされます。

このように使い分けをするためには，さまざまな加工方法の特徴を理解し，製品を

作るうえでどんな技術が必要か、またどんな機械が必要かを理解し自社に設備されて

いる機械で加工できるのか，関連会社に発注できるのかもあわせて知っておく必要が

あります。

そこで本分冊では，さまざまな加工方法の種類とその基本的な事項，さらには設計

と加工との関係について理解することをねらいとしています。

学習のねらい
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【学習のポイント】

機械部品の加工を大別すると，除去加工と成形加工に分かれ

ます。この 2 通りの他には，組立加工があります。

除去加工とは，金属やプラスチックの材料から不要な部分を，

削ったり溶かしたりして，必要な形状やサイズの部品を得るや

り方です。

刃物によるのが，旋盤やフライス盤を用いた切削加工です。

砥粒によるのが，研削加工やラップ加工です。

溶融によるのが，放電加工やレーザ加工です。

また，成形加工とは，溶けた金属やプラスチックを型に入れ

て固まらせることや，薄い金属板や管を型に合わせて曲げ伸ば

しすることです。

固体成形が，プレス加工や鍛造です。

溶融成形が，鋳造や射出成形です。

まず，最初に切削加工の基本とそこで使われる工具について

学習します。

切削加工

■ 第 1 週 ■
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第 2 分冊　加　工

1.1　切削加工

1.1.1　切削加工の種類

切削加工は，金属，プラスチック，木材，セラミックスなどの素材を，素材よりも

硬い材料でできた工具（刃物）で少しずつ削って，目的の形状を作り出す加工法です。

たとえば，ナイフで鉛筆を削って必要な形に整えるように，不要な部分を削り取る加

工法で，大きな切りくずが出るところに特徴があります。

ジェームズ・ワット（18 世紀）が蒸気機関を発明したことはよく知られています。

ところが歴史を調べてみると，それ以前から蒸気機関の考え方がありました。ワット

が蒸気機関を製造しようとしたときに，ウイルキンソンがシリングの内面を能率良く，

しかも精度良く加工する機械である中ぐり盤（図 1.1 参照）を関発していました。ワッ

トはウイルキンソンの製造した中ぐり盤を使って，シリンダとピストンとの間の隙間

を 1 シリングの厚さ（1.5mm）の誤差で加工することができ，従来の何倍もの出力の

蒸気機関を実現しました。逆にいえば，ウイルキンソンが発明した中ぐり盤がなけれ

図 1.1　ウイルキンソンのシリンダ中ぐり盤（1776 年）

ラック

中ぐり棒
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切削加工　第 1 週

ば，ワットは蒸機機関の発明者として歴史にその名前を残さなかったかもしれません。

このように切削加工技術の発展は第 1 次産業革命に大きく寄与しました。

切削加工には，以下に示すように，工具として単刃工具を使う方法（旋削加工，平

削り加工，中ぐり加工）と，多刃工具を使う方法（ドリル加工，フライス加工）とが

あります。

（1）旋削加工

旋削加工は，切削加工のなかで最も代表的な加工方法で，バイトと呼ばれる工具で，

図 1.2 に示すように回転する円筒状の工作物の外周面や端面をらせん状に加工する方

法です。一般に使われている円筒状の機械部品は，ほとんどが旋削加工されています。

コンピュータのハードディスクは，ダイヤモンド製のバイトで旋削加工されたもので，

これを超精密加工といいます。

（2）平
ひら

削り加工

平削り加工は，鋳鉄製の大きな工作物，たとえば工作機械のベッドや鋳鉄定盤など

を平面的に加工するもので，図 1.3 に示すように，工作物が往復運動し工具は工作物

の 1 往復ごとに，それと直角方向にわずかずつ送られます。

図 1.2　旋削加工

チャック

工作物

バイト

図 1.3　平削り加工

（3）中ぐり加工

中ぐり加工は，すでにあけられている比較的大きな穴を，精度の高い穴として仕上

げる加工法で，図 1.4 に示すように，中ぐりバイトやボーリンバーを使って行います。

ころがり軸受を入れる穴など，高精度に仕上げる必要のある穴加工に使われます。
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第 2 分冊　加　工

（4）ドリル加工

ドリル加工は，図 1.5 に示すように，ドリルで工作物に穴をあける加工方法をいい，

一般的には工作物を固定し，ドリルを回転させると同時に軸方向に送って加工します。

ボルトを通すための穴や雌ねじを切るための下穴の加工に使われることが多いです。

穴の仕上げ精度はあまり良くないために，精度を必要とするときには，ドリル加工で

穴あけをしたあとで，中ぐり加工やリーマ加工が行われます。薄い板，たとえば 1mm

以下の板に直径 10m の穴あけをするのには適していません。コンピュータのプリント

基板の穴あけは，ドリル加工によって行われます。

工作物

中ぐり棒

図 1.4　中ぐり加工 図 1.5　ドリル加工

ドリルチャック

工作物

（5）フライス加工

フライス加工は，図 1.6 に示すように，円筒形の端面または円周上に多数の歯を持っ

たフライスと呼ばれる工具を回転させ，工作物に送りを与えて工作物の表面，溝，あ

るいは複雑な輪郭などを加工します。

図 1.6　フライス加工

正面フライス

工作物


